
（別紙39）

事業所・施設の名称

施設の種別

　　１　異動区分

（１）医師の勤務体制

職種 員数 1月あたりの勤務日数

医師

　※　経歴が分かる書類を添付すること

（２）生活支援員の員数

職種 員数（常勤換算） 基準上必要な数（常勤換算）

児童指導員

（３）心理療法を担当する職員

職種 氏名

（４）実践研修修了者（いずれかに○）

（５）基礎研修修了者（いずれかに○）

令和　　年　　月　　日

強度行動障害児特別支援加算届出書

①　福祉型障害児入所施設　　　　　　　　　②　医療型障害児入所施設

①　新規　　　　　　　　　②　終了

    ２　職員の勤務体制

  ※  加算を開始しようとする月の勤務割表を添付すること

　１　強度行動障害支援者養成研修（実践研修）修了者　配置
　　　　（行動援護従業者養成研修修了者を配置した場合を含む）

　２　強度行動障害支援者養成研修（実践研修）受講予定者　配置
　　　　（研修受講計画作成済み）

１　強度行動障害支援者養成研修（基礎研修）修了者　配置
　　　　（重度訪問介護従業者養成研修行動障害支援課程修了者又

は
　　　　　行動援護従業者養成研修修了者を配置した場合を含む）

　２　強度行動障害支援者養成研修（基礎研修）受講予定者　配置
　　 　　（研修受講計画作成済み）



【施設基準】

備考　「異動区分」欄については、該当する番号に○を付してください。

ホ　加算対象児の居室は、原則として個室とすること。ただし、指導及び訓練上の必要がある場合には、２人用居室
   として差し支えないものとすること。

ヘ　行動改善室、観察室等の行動障害の軽減のための各種の指導、訓練等を行うために必要な設備を設けること。

イ　指定福祉型障害児入所施設（主として知的障がい児又は自閉症児を入所させるものに限る。以下同じ。）又は医療
　型障害児入所施設（以下「指定障害児入所施設」という。）の職務に月に１回以上従事する知的障がい児又は自閉症
　児の診療に相当の経験を有する医師を１以上配置すること。

ロ　指定入所基準第４条第１項第１号、第２項のイ、第３号のイ及び第４号から第６号までに定める従業者の員数又は
　指定入所基準第52条第１項第１号、第２号のイ及び第３号から第５号までに定める従業者の員数に加えて、常勤の
　児童指導員の員数が、次のいずれかに該当すること。

　①　加算の対象となる障害児（以下「加算対象児」という。）の数が４人以下の指定障害児入所施設にあっては、２以上。

　②　加算対象児の数が５人以上の指定障害児入所施設にあっては、２に、障害児の数が４を超えてその端数を増す
　　ごとに１を加えて得た数以上。

ハ　指定障害児入所施設の従業者のうち強度行動障害支援者養成研修（実践研修）の課程を修了し、当該研修の事業
　を行った者から当該研修の課程を修了した旨の証明書の交付を受けた者を１以上配置し、支援計画シート等を作成
　すること。

二　心理指導担当職員を１以上配置すること。


